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．インドネシアにおける統合の意味

は　じ　め　に

　タイムラー・ ベンツ（Ｄａｌｍ１ｅｒ Ｂｅｎｚ ＡＧ）とクライスラー（Ｃｈｒｙｓ１ｅｒ Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ）は，シュレン
プ（Ｊｕ・ｇ・ｎ　Ｅ　Ｓ・ｈ・・ｍｐＰ）タイムラー・ ベンツ会長とイートン（Ｒ・ｂ。・ｔ　Ｊ　Ｅ．ｔ．ｎ）クライスラー会

長との会談（１９９８年１月１２日）で合併協議がスタートし，５月６日に合併協定に署名した後，９月

１８日に開かれた両社の株主総会で合併を承認，１１月１２日に合併手続きを完了し，タイムラー・ ク

ライスラー（Ｄ・ｍ１・・Ｃｈ・ｙ・１・・ ＡＧ）として発足した。タイムラー・ クライスラーは，売上高が

ＧＭ，フォードに次ぐ世界第３位，純利益も同じく第３位，生産台数でＧＭ，フォード，トヨタ ，

フォルクス ・ワーゲンに次ぐ第５位の企業となった 。

　こうした本社の統合を受けて，インドネシアでもベンッとクライスラーの事業統吝余進められ

ている・しかし，本杜の合併がベンツとクライスラーの対等合併であったのに対し，インドネシ

ア現地法人の統合は，メルセデス ・ベンッ ・インドネシア ・グループの主導で進められている 。

これは，ベンッとクライスラーとの間に，イントネシアにおけるシェア，事業態勢に大きな格差

があるためである。また，インドネシアでは長年にわたって自動車国産化政策が進められてきた

ため，ベンツ，クライスラーともに現地生産を行い，現地資本と合弁関係を持ってきた。そのこ

とが，統合のプロセスを複雑にしている 。

　タイムラー・ ベンッとクライスラーの合併は，自動車メーカーの世界的な再編成の象徴である

が， それは本社の合併で終わるものではない。それは，海外の事業会社の統合によって完成され

る。 しかし，発展途上国の事業会社の統合には，先進国にはない複雑な問題がある。本稿は，こ

うした自動車メーカーの世界的な再編成に伴う発展途上国の事業会社の統合について，「インド

ネシアにおけるベンツとクライスラーの事業統合」を事例として考察するものであぺ
　そこで以下，¢インドネシアにおけるベンツとクライスラーのシェア，　インドネシアでの事
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業態勢，　現地企業との合弁関係の順に，統合の特徴を説明していく 。まず，インドネシアの自

動車市場におけるベンッ，クライスラーの状況から見ていこう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

１）本稿は，１９９９年８月と１１月にインドネシアで行った調査の結果をまとめたものである。本稿の記述

　は，特に圧記しない限り ，この調査で入手した一次資料，インタピュー結果，およぴＤａｍ１ｅ・Ｃｈ・ｙ・

　１ｅｒ　ＡＧのホーム　ペーシ（ｈｔｔｐ／／ｗｗｗ　ｄａｌｍ１ｅｒｃｈｒｙｓ１ｅｒ　ｃｏｍ／）による 。なお，調査にあたって

　は ，Ｊｅｔｒｏ　 Ｊａｋａｒｔａ　Ｃｅｎｔｅｒ，Ｇａｂｕｎｇａｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒ１ Ｋｅｎｄａｒａａｎ　Ｂｅｍｏｔｏｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ（イントネシア自動車

　工業会），Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏ・ Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇ，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎ

　ｄｏｎｅｓ１ａ（以上３社はタイムラー　クライスラーのイントネシア法人），Ｐ　Ｔ　Ｄｅｎｓｏ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ（テン

　ソーのインドネシア法人），インドネシア商工業省，その他の取材先企業，機関から多大の便宜を供

　与して頂いた。記して謝意を表する 。

２）　インドネシアでは，自動車の総代理権に関する工業大臣決定に基づき ，政府から外国メーカーの総

　代理権が付与されているが，この総代理権は，外国メーカーの「ブランド」の総代理権である。この

　ため，ダイムラー・ ベンッがインドネシアに設立した総代理店には，ダイムラー・ ベンッの自動車ブ

　ランドであるメルセデス ・ベンツの総代理権が付与されている 。その結果，インドネシアにおけるダ

　イムラー・ ベンツとクライスラーの統合は，メルセデス ・ベンツ ・インドネシア ・グループとクライ

　スラーの統合という形で進められている。したがって，本稿でインドネシアにおけるダイムラー・ ベ

　ンツとクライスラーとの統合について記述する場合，「メルセデス ・ベンッとクライスラーの統合」 ，

　あるいは「ベンッとクライスラーの統合」という表現を用いている 。なお，自動車の総代理権に関す

　る現行規程は，工業大臣決定１９８７年第１２号（！９８７年！２月２３日付）である 。

３）　この統合の背景には，１９９７年７月から始まるルピア危機と ，その影響によるインドネシア白動車市

　場の急激な収縮がある 。１９９８年のインドネシア国内市場は，前年比６分の１まで落ち込んでいる 。こ

　うした，ルピア危機下のインドネシア白動車市場の状況については，拙稿「ルピア危機，産業，銀行 ，

　ＩＭＦ」（鹿児島県立短期大学『商経論叢』第４９号，１９９９年３月）を参照されたい 。

Ｉ． インドネシアにおけるベンツ，クライスラーのシェア

　１ ．ダイムラー・ クライスラーのシェア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
　インドネシアの自動車市場は，日系１０社のシェアが９割以上を占める市場である。特に上位５

杜， すなわち，トヨタ ，二菱，ススキ，タイハノ，いす ・のシェァが大きく ，この５社で８割前

後に達する 。

　これに対して，欧米系のシェアは低い。メルセデス ・ベンッは欧米系でＧＭに次ぐシェアを

確保しているが，それでも１～２％程度である。クライスラーのシェアは１％未満である 。１９９９

年！～１０月のテータによれは，ベンノの国内市場シェアが０９％，クライスラーが０１％である 。

両社を合計したダイムラー・ クライスラーのシェアが，ようやく１％に達するという状況である 。

（７６１）
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表Ｉ－１　ダイムラー・ クライスラーのインドネシアにおけるシェア
　　　　　　　　　　　１９９９年１～１０月

ブランド名　　　　国内販売　シェア　輸出台数　シェア　生産台数　シェア

メルセデス ・ベンッ
ク　ラ　イ　ス　ラ　 ー

５８３　　　　０ ，９０　　　　　１ ．００９　　　　４ ．０２　　　　　　　５４４　　　　１ ．０２

６６　　　　０ ．１０　　　　　　　　　０　　　　０ ．００　　　　　　　　　０　　　　０ ．００

ダイムラー・ クライスラー　　　　６４９　　１ ，００　　１ ．００９　　４ ．０２　　　５４４　　１ ．０２

（注）　シェアの定義は，下記の通り 。以下，各表とも同じ 。

　　国内販売シェア ：国内総販売台数６４，９６７台に占める該当ブランド，または車種の

　　　　　　　　　シェア 。

　　輸出シェア ：総輸出台数２５ ，１２６台に占める該当ブランド，または車種のシェア 。

　　生産シェア ：総生産台数５３，５６５台に占める該当ブランド，または車種のシェア 。
（出所）ＧＡＩＫＩＮＤＯ（Ｇａｂｕｎｇａｎ　Ｉｎｄｕｓ位１ Ｋｅｎｄａｒａａｎ　Ｂｅｍｏｔｏｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓｌａ，イント不ン

　ア自動車工業会）資料。作成 ：野村俊郎 。

　２ ．メルセデス ・ベンツのモデル別シェア

　次に，メルセデス ・ベンツのモデル別のシェアをみてみよう 。ベンツがインドネシアに投入し

ているモデルは，現地組立モデルと，輸入モデルに大別できる 。

　現地組立モデルは，乗用車がＣ，Ｅ，Ｓの各クラスで，エンジンは２．３４直列４気筒，３ ．２４Ｖ

型６気筒の２種類がある。インドネシアでは，１９９９年まで続けられた自動車国産化政策の結果
，

ベンッの乗用車もインドネシア国内組立車，すなわちインドネシア製である 。

　価格はＣクラスで４億ルピア，Ｅクラスは２．３４が６億ルピア ，３．２４だと８億ルピアとなる 。

インドネシアは商用車中心の市場で，乗用車市場は全体の１割程度しかなく ，最高級セダンのセ

グメントはさらに小さいため，ベンッの乗用車が市場全体に占めるシェアは１％未満である 。

　トラックはＭＢ７００をモデル ・チェンジしたＭＢ８００が生産，販売されている 。ＭＢ８００は中型ト

ラックだが，ＭＢ０８００という中型バスも投入されている。このうち，中型トラックのＭＢ８００は ，

ダイムラー・ クライスラー・ グループの中で，インドネシアがマザー工場に位置づけられている 。

すなわち，インドネシアに生産が集中されており ，ここから全世界に輸出されている 。

　ダイムラー・ クライスラーの中で，インドネシアから輸出されているのはＭＢ８００だけで，輸

出用の戦略モテルになっている。しかし，インドネシア国内市場では，二菱 ・キャンター い

す“ ・エルフのシェアが高く ，ＭＢ８００のシェアは小さい 。

　ベンッは，この他に大型バスＯＨのシャシを生産している。インドネシアの大型バス市場に

は， 日野，日産ティーゼルが参入しているが，ベンツがシェア１位で，日野，日産ティーゼルの

順となっている 。

　最後に，ベンツの輸入モデルであるが，Ａクラスの乗用車，Ｓクラスの４．３４モデルである

Ｓ４３０の輸入が計画されている。インドネシアでは，１９９９年６月２４日に発表された新自動車政策

で， 完成車の輸入関税が大幅に引き下げられた。その結果，各社とも国産化していない車種の輸

入を検討している。ベンツでは，ＡクラスやＳ４３０以上のモデルは国産化されていないので，こ

れらが検討対象になっている 。

（７６２）
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表Ｉ－２ メルセデス ・ベンッのＣＫＤ（現地組立）モデル

６３

カテゴリー　インドネシア　オリジナル

　　　　 ・モデル名　　　モデル名
排気量　　　グレード　　価格
（ＣＣ）　　　　　　　　　（千ルピア）

備　　考

ｎ　　　ＭＢ７００

　　　ＭＢ８００

　　　ＭＢ０８００

皿　　　ＯＨ

乗用車　Ｃ２３０

　　　Ｅ２３０

　　　Ｅ３２０

　　　Ｓ３２０

Ｃ２３０

Ｅ２３０

Ｅ３２０

Ｓ３２０

３， ９７２ ：Ｄ

３， ９７２ ：Ｄ

４， ９７２ ：Ｄ

５， ９５８ ：Ｄ

２． ２９５

２． ２９５

３． １９９

３， １９９

Ｅ１ｅｇａｎｃｅＡ／Ｔ　３８８０００

ＣｌａｓｓｉｃＡ／Ｔ　　５９４ ，０００

ＥｌｅｇａｎｃｅＡ／Ｔ　７９９ ，Ｏ００

ＭＢ８００にモデル ・チ ェンジし ，１９９９年で生産打ち切り 。

中型トラック 。インドネシアに生産を集中し ，世界へ輸出
。

中型バス 。

大型バス。国内市場向け 。

Ｃクラス乗用車。直列４気筒 。

Ｅクラス乗用車。直列４気筒 。

Ｅクラス乗用車。Ｖ型６気筒

Ｓクラス乗用車。Ｖ型６気筒

メルセデス ・ベンツのＣＢＵモデル（輸入モデル，予定）

カテゴリー　インドネシア

　　　　　モデル名

オリジナル

モデル名

排気量　　グレード　価格
（ＣＣ）　　　　　　　（千ルピア）

備　　考

乗用車　Ａクラス乗用車

　　　Ｓ４３０

Ａクラス乗用車

Ｓ４３０　　　　　　４ ，２６６

ＣＢＵ（Ｃｏｍｐ１ｅｔ　Ｂｕ１１ｄ　Ｕｐ，完成車）で輸入予定 。

Ｓクラス乗用車。Ｖ型８気筒 。

（圧１）　イノト不ンアにおける自動車のカテコリー分類は以下の通り 。グロス　ピークル　ウェイト＝車両重量十人員重

　　量十積載貨物重量 。

　　商用車カテゴリーＩ　グロス ・ビークル・ウェイト　５トン以下　　　　小型商用車
　　　　カテゴリーｎ　　　　　同上　　　　　　５トン超１０トン以下　中型トラック
　　　　カテゴリー皿　　　　　　同上　　　　　　１０トン超２４トン以下　大型トラック ，バス

　　　　カテゴリーＷ　　　　　　同上　　　　　　５トン以下　　　　　四輪駆動車
　　　　カテゴリーＶ　　　　　　同上　　　　　　２４トン超　　　　　　超大型トラック

　　乗用車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乗用車

　　　なお，この分類は１９９３年６月１０日発表の旧自動車政策における分類で，１９９９年６月２４日発表の新自動車政策では

　ＨＳコードによる分類に変更された。しかし，ＨＳコードによる分類では車種の特徴を把握しにくいため，本稿では

　　旧分類を便宜的に使用している 。

（注２）排気量の欄のＤはディーゼル，グレード欄のＡ／Ｔはオートマチ ック ・トランスミッション 。

（出所）ＧＡＩＫＩＮＤＯ（ＧａｂｕｎｇａｎＩｎｄｕｓｔｎＫｅｎｄａｒａａｎ ＢｅｍｏｔｏｒＩｎｄｏｎｅｓ１ａ，イント不ン ア自動車工業会）資料，雑誌

　　〃ｏ６〃〃ｏなｏれ 新聞０ｆｏ刎ｏ以ディーラー資料。作成 ：野村俊郎 。

表Ｉ－３ メルセデス ・ベンツのモデル，国内販売，輸出，生産台数 ， シェア

車種　　国内販売シェア 輸出台数 シェァ　生産台数　シェア
ＭＢ７００

ＭＢ８００／ＭＢ０８００

０Ｈ

Ｃクラス

Ｅクラス

Ｓクラス

３８　　０ ．０６

４５　　０ ．０７

１９１　　０ ．２９

１５６　　０ ．２４

１３５　　０ ．２１

１８　　０ ．０３

　０　　　　０ ．００　　　　　　　２５　　　　０ ，０５

１． ００９　　　　４ ．０２　　　　　　　１１７　　　　０ ．２２

　０　　　　０ ．Ｏ０　　　　　　　１５７　　　　０ ．２９

　０　　　　０ ．ＯＯ　　　　　　　１１３　　　　０ ．２１

　０　　　　０ ．ＯＯ　　　　　　　１２０　　　　０ ．２２

　００．００　　１２０
．０２

総　　計 ５８３　　　　０ ，９０　　　　　１ ，Ｏ０９　　　　４ ．０２　　　　　　５４４　　　　１ ．０２

（出所）ＧＡＩＫＩＮＤＯ（ＧａｂｍｇａｎＩｎｄｕｓｔｒｉＫｅｎｄａｒａａｎ ＢｅｍｏｔｏｒＩｎｄｏｎｅｓｉａ，インドネシ

　　ア白動車丁業会）資料。作成 ：野村俊郎 。

　３ ．クライスラーのモデル別シェア

　次に，クライスラーであるが，インドネシアではジープ ・ブランドだけが生産，販売されてい

る。 車種はチェロキーとラングラーの２車種で，いずれも四輸駆動車である。しかし，近年はラ

ンクラーの生産，販売は行われておらず，チェロキー１車種で事業が行われている 。

　そのチ ェロキーも ，国内市場シェアは１％未満で，１９９９年はわずかＯ．１％であ った。また ，

１９９７年以降，生産実績も無く ，完成車在庫を販売している状況である。インドネシアにおけるク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６３）
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表Ｉ－４　クライスラーのＣＫＤ（現地組立）モデル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排気量　　　　　　価格カテゴリーインドネシア・モデル名オリジナル・モデル名　　グレード　　　備考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＣＣ）　　　　　　　（千ルピア）

Ｗ　　ジープ ・チェロキー　　ジープ ・チェロキー　　 ３， ９５６ 　ＳｐｏｉＭ／Ｔ 　２８５ ，０００ 　ＪｅｅｐＣｈｅｒｏｋｅｅ。四輪駆動車 。

　　　ジープ ’ラングラー　　ジープ ’ラングラー　　 ３， ９５６　　　　　　　　　　　　Ｊｅｅｐ　Ｗｍｇｌｅｒ。四輪駆動車
。

（注）グレードの欄のＭ／Ｔはマニュアル ・トランスミッション 。

（出所）ＧＡｌＫＩＮＤＯ（ＧａｂｍｇａｎＩｎｄｕｓ位１ Ｋｅｎｄａｒａａｎ Ｂｅｍｏｔｏｒｌｎｄｏｎｅｓ１ａ，イノト不ンア自動車工業会）資料，雑誌〃ｏ６〃〃ｏ吻新聞０‘ｏ

　刎。砿ディーラー資料。作成 ：野村俊郎 。

表Ｉ－５　クライスラーのモデル，国内販売，輸出，生産台数，シェア
　　　　　　　　　　　　１９９９年１～１０月

車種　　国内販売シェア輸出台数シェア生産台数シェア
ジープ ・チ ェロキー

ジープ・ラングラー

６６　　　０ ，１０　　　　　　　　　　０ ．００

００，００　　　０
．ＯＯ

０， ００

０． ００

（出所）ＧＡＩＫＩＮＤＯ（ＧａｂｍｇａｎＩｎｄｕｓ血１Ｋｅｎｄａｒａａｎ ＢｅｍｏｔｏｒＩｎｄｏｎｅｓｌａ，イント不ン

　ア自動車工業会）資料。作成 ：野村俊郎 。

ライスラーの事業は，ほぼ休眠状態と言えよう 。

　以上のように，インドネシア市場におけるダイムラー・ クライスラーのシェアは，低い。しか
し， メルセデス ・ベンッは欧米系でＧＭに次ぐシェアを確保しており ，乗用車だけでなく ，ト

ラック，バスも投入し，さらに中型トラックＭＢ８００のマザー工場という役割も与えている 。こ

れに対して，クライスラーは，ジープ ・ブランドだけのビジネスで，それも現在はチェロキーだ

けになっている。インドネシアにおけるシェアという観点から見て，ダイムラー・ クライスラー

の事業は，メルセデス ・ベンツ ・インドネシア ・グループの主導で進められていると言えよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

４）　インドネシアに進出している日本企業は，富士重工業を除く１０社，すなわち，アストラ ・グループ

　のトヨタ自動車，ダイハツエ業，いす “自動車，日産ディーゼルエ業，インドモービル ・グループの

　スズキ，日野自動車工業，マッダ，日産自動車，クラマ ・ユダ ・グループの三菱自動車工業，イモ

　ラ ・グループの本田技研工業である 。

１． インドネシアにおけるタイムラー・ クライスラーの事業態勢

　インドネシアの自動車産業は，アストラ，イントモーヒル，クラマ ・ユタの３大クループが中

心だが，メルセデス ・ベンツ，クライスラーともに３大グループの傘下に入らず，独立した企業

グループを形成して事業を行っている（図皿一１）。 まず，ベンソの事業態勢から見ていこう 。

　１ ．メルセデス ・ベンツ ・インドネシア ・グループ

　ベンツは，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｒｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇ，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ　Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ

　　　　　　　
．５）

Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａの３社で，メルセテス ・ベンツ ・インドネシア ・クループ（Ｍ。。。。ｄ。。 Ｂ．ｎ．Ｉ阯

（７６４）
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　６６　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４８巻 ・第５号）

ｄ・ｎ・・１・ Ｇ・・ｕｐ，略称ＭＢＩ）を形成し，事業を行っている 。

（１）Ｐ．Ｔ．Ｇｅｒｍｍ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍｍｕｆａｃｔｕｒｍｇ

　Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｍｆａｃｔｕｒｍｇ（ジャーマン　モーター・ マニュファクチャリング）は，総代

理店と組立会社を兼ねる会社で，ベンッのインドネシアでの事業の中心になっている。その概要

は， 以下の通りである 。

◎設立 ：１９７０年１０月８日

　事業内容

・メルセテス ・ベンッの総代理店（ＡＴＰＭ　Ａｇ．ｎ　Ｔｍｇｇ．１Ｐ．ｍ．ｇ．ｎｇ　Ｍ。。ｋ英訳Ｓ．１． Ａｇ．ｎｔ）

・メルセデス ・ベンツ ・ブランドのトラック ，バス，乗用車の組み立て

・ＭＢ８００用プレス部品（キャビン等）の生産

・トラック ，バスのステアリング ・システム組み立て

　授権資本／発行済株式／払込資本金　　　８３ ，４００，０００米ドル／同前／同前

＠出資者／出資金額／出資比率

・ＤａｍｌｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　ＡＧ　　　　　　　　　７４ ，４００ ，０００米ドル　８９２％

・Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｉｎｖｅｓｔ１ｔ１ｏｎｓ　ｕｎｄ　Ｅｎｔｗ１ｃｋ１ｕｎｇｓｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９ ，０００ ，０００米ドル　１０ ．８％

　この会杜が，ベンツのインドネシアでの事業の中心になっ ているのは，総代理店だからである 。

総代理店は，外国ブランドのインドネシア国内における独占代理権を付与されている。この代理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
権の内容は，◎完成車，部品の独占輸入権，　完成車の独占卸売販売権である。総代理店は，独

占卸売販冗権を保有しているため，販売計画を立案する。また，部品の独占輸入権も保有してい

るため，販売計画に基づいた輸入計画も立案する。さらに，これらに対応した生産計画も立案す

る。 その結果，ベンツに限らず，総代理店はインドネシアにおける事業の中心，すなわちコント

ロール ・タワーの役割を果たす 。

　さらに，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｍｆａｃｔｕｒｍｇは，組立会杜も兼ねており ，インドネシアにお

けるベンツの事業は生産と販売が統合されている。インドネシアで，生産と販売を完全に統合し

ているのは，トヨタ ，スズキ，ホンダ，ベンッ，ＧＭ，大宇の６社だけである 。

　また，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇは，現地企業との合弁関係を１９９９年４月に解消し ，

ドイツ資本１００％になった。これにより ，ベンッのインドネシアにおけるオペレーションは，ダ

イムラー・ クライスラーの完全なコントロールの下に置かれている。現地企業との合弁関係を持

たず，外国企業が完全にコントロールしているのは，ＧＭとベンツの２社だけである 。

（２）Ｐ．Ｔ．Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓｌａ

　Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ（スター・ エンジン ・イントネシア）は，ベンッのエンジン組立工場

である。その概要は以下の通り 。

（７６６）
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¢設立 ：１９８３年９月２７日

　事業内容

・メルセデス ・ベンツのエンジン組み立て

　→ＭＢ８００，ＭＢ０８００用ディーゼル ・エンジン（３ ，９７２。。）

　→ＯＨ用ディーゼル ・エンジン（５ ，９５８。。）

　→乗用車用ガソリン ・エンジン（直列４気筒２ ，２９５。。，Ｖ型６気筒３ ，１９９。。）

・乗用車のステアリング ・コラム組み立て

・トラック ，バス，乗用車のギアボックス，フロント ・アクスル，リア ・アクスル生産

　授権資本／発行済株式／払込資本金　４２ ，９３５ ，ＯＯＯ米トル／同前／５ ，４５５ ，ＯＯＯ米ドル

＠出資者／出資金額／出資比率

・Ｄａ１ｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　ＡＧ　　　　　　　　　４０ ，７８８ ，２５０米トル　９５０％

・Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇ　　２ ，１４６ ，７５０米トル　５０％

　Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ は， インドネシアの自動車部品国産化政策に対応して設立された

エンジン組立会社である。イントネシアの自動車部品国産化政策は，ティリーション ・プログラ

ムＤｅ１ｅｔ１ｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍと呼はれる方式で１９７６年から始まり ，インセンテイフ ・システムＳ１ｓｔｅｍ

Ｉｎｓｅｎｔｌｆと呼ばれる方式に１９９４年に変更された後，新自動車政策が発表される１９９９年まで続けら
　　　　７）
れてきた 。

　日系メーカーは部品国産化に積極的に対応し，トヨタ，タイハツ，いす ・， ススキ，日野，マ

ツタ ，二菱，本田の８社がエンジン国産化にも対応している 。しかし，欧米系メーカーは，この

部品国産化政策への対応に消極的であった。特に，エンジンの国産化は，投資規模が大きくなる

ため，欧米系メーカーで対応したのは，ベンッだけであ った。このことから，ベンツのインドネ

シア市場に対する積極的な姿勢が読み取れる 。

　とはいえ ，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ が行っているのは組み立てだけで，機械加工は行って

いない。これに対して，日系メーカーは機械加工にも対応しており ，トヨタとホンダは鋳造まで

国産化している。日系メーカーとの比較では，ベンッの対応も初歩的といえよう 。ただし，ベン

ツは市場規模の大きいカテゴリーＩのモデルを投入しておらず，台数のスケールが小さいため ，

エンジンに過大な投資をしても回収できない。その意味では，ベンツの対応は現実的であった 。

　Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ は， イントネシアに投入している全モテルのエンジン組み立てを

行っている。そのうち，戦略的な位置づけを与えられているのが，中型トラックＭＢ８００用エン

ジンで ，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ をマサー工場として，全世界に輸出されている。タイムラ

ー・ クライスラーは，ＭＢ８００用エンジンの生産をインドネシアに集中しており ，インドネシア

以外では生産していない。エンジンで，インドネシアがマザー工場になっ ているのは，トヨタの

キジャン用７Ｋエンジンだけである。企業内世界分業，あるいは世界最適生産という観点から

みて，ベンッはトヨタと並んでインドネシアの役割が明確であり ，そこから輸出の展望も切り開

かれている 。

　なお ，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ も， 現地企業との合弁関係を１９９９年５月に解消し，ドイツ

資本１００％になっ ており ，ダイムラー・ クライスラーの完全なコントロールの下に置かれている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６７）
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（３）Ｐ．Ｔ．Ｓ航Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｍｅｓｌａ

　Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ（スター・ モータース ・イントネシア）は，メルセテス ・ベンツの総

販売店である。同杜は，メルセデス ・ベンツの総代理店（ＡＴＰＭ　Ａｇ．ｎ　Ｔｍｇｇ．１Ｐ．ｍ．ｇ．ｎｇ

Ｍ・・ｋ）として１９７０年に設立され，メルセデス ・ベンツ ・インドネシア ・グループのコントロー

ル・ タワーとしての役割を果たしてきた。しかし，総代理権は，１９９２年１１月に，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ
Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇに移管された。それ以後は，総代理店ではなく ，総販売店（Ｄ１。位１ｂｕｔ。。

　　　　　　　　　　　　　８）
Ｔｍｇｇａｌ）として活動している

。

　Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｎｅｓｌａの概要は，以下の通りである 。

◎設立 ：１９７０年１０月８日

　事業内容　メルセデス ・ベンツの総販冗店（Ｄ・・ｔ・１ｂｕｔ・・ Ｔｍｇ９・１，英訳Ｓ．１． Ｄ。。位１ｂ．ｔ。。）

　授権資本／発行済株式／払込資本金　　　２， ３８０，０００米ドル／同前／同前

＠出資者／出資金額／出資比率

・Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　Ａ　Ｇ　　　　　　　　１ ，２３７ ，６００米ドル　５２０％

・Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔ皿ｍｇ　　１ ，０２３ ，４００米ドル　４３０％

・Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ　　　　　　１１９ ，０００米ドル　５０％

　２ ．クライスラー

　インドネシアにおけるクライスラーの事業は ，Ｐ　Ｔ　Ｄｊａｋａ血ａ　Ｍｏｔｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙを総代理店
，

Ｐ　Ｔ　ＩｎｄｏＳｗｅｄ１ｓｈ　Ｍｏｔｏｒ　Ａｓｓｅｍｂ１ｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ（略称Ｐ　Ｔ　Ｉ．ｍ。。）を組立会社とする態勢で行

われてきた。しかし，Ｐ　Ｔ　Ｉｓｍａｃ が１９９６年秋に解散する一方で，クライスラーの組立委託契約

は， 新設のＰ　Ｔ　Ｉｓｍａｃ　Ｎ１ｓｓａｎ　Ｍａｍｆａｃｔｕｒｍｇ（１９９５年５月設立）に引き継がれなかったため，ク

ライスラーのインドネシアにおける生産は中止された 。

　その後，ダイムラー・ ベンツとクライスラーが合併したため，クライスラーはダイムラー・ ク

ライスラーの１モテルとして，メルセデス ・ベンッ ・グループのＰ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｍ ．

ｆａｃｔｕｒｍｇで生産されることになった。しかし，生産は未だ再開されていない 。

　その経緯は次節で詳しく述べることにして，ここでは，総代理店のＰ　Ｔ　Ｄｊａｋａｒｔａ　Ｍｏｔｏｒ

Ｃｏｍｐａｎｙ（ジヤカルタ ・モーター・ カンパニー）について説明する。その概要は，以下の通りであ

る。

¢設立 ：１９５１年

　事業内容

・クライスラーの総代理店（ＡＴＰＭ　Ａｇ．ｎ　Ｔｍｇｇ．１Ｐ．ｍ．ｇ．ｎｇ　Ｍ。。ｋ， 英訳Ｓｏｌ． Ａｇ．ｎｔ）

・ただし，取り扱っているのは，クライスラーの１ブランドであるジープのみ 。

　授権資本／発行済株式／払込資本金

　３５ ，０００ ，０００ ，０００ルピア／７ ，０００ ，ＯＯＯ ，０００ルピア／５ ，１８１ ，０００ ，０００ルピア

＠出資者／出資金額／出資比率

・Ｄｒ　ＨＭＮＭ　Ｈａｓｊｍ　Ｎｍｇ（Ｄ．Ｈ．ｊ１ Ｍ。。 Ａｇｏ。。 Ｎ。。。 Ｍ．ｈ．ｍｍ．ｄ　Ｈ。。ｊｍ　Ｎｍｇ）の相続人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６８）
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・Ｐ．Ｔ．Ｎｉｎｇ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ

・Ｐ　Ｔ　Ｎｍｇｚ　Ｐａｃ１丘ｃ

・Ｍ土．Ｈａｒｔｏｔｏ　Ｂａｃｈｒｉｅ の相続人

・Ｐ　Ｔ　Ａｇｕｓｔｏｈａ　Ｃｏｒｐ

・Ｐ．Ｔ．Ｉｎｒｅｍｃｏ

　８２８ ，９６０ ，０００ルピア　１６ ．０％

　６９９ ，４３５ ，０００ルピア　１３ ．５％

１， ＯＯＯ ，０００ ，ＯＯＯルピア　１９ ．３％

　９５０ ，１９５ ，Ｏ００ルピア　１８ ．３％

　６９９ ，４３５ ，０００ルピア　１３ ．５％

　５０１ ，４８７ ，５００ルピア　　９ ．７％

６９

・Ｍ土Ｒａｄｅｎ　Ｐａｎｊ１ Ｓｏｅｈｅｒｍａｎ　Ｇｏｎｄｏｋｏｅｓｏｅｍｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０１ ，４８７ ，５００ルピア　　９ ．７％

　イントネシアにおけるクライスラーの事業の特徴は，総代理店だけが設立されており ，生産部

門を持たないことである 。しかも ，その総代理店は，上記の通りインドネシア資本１００％で，ク

ライスラーは出資していない。取り扱っているブランドもジープだけで，第１節で見たようにシ

ェアも１％未満である。事業態勢という観点からみても ，インドネシアにおけるタイムラー・ ク

ライスラーの事業は，メルセデス ・ベンツ ・インドネシア ・グループの主導で進められていると

言えよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

５）Ｐ　ＴはＰｅｒｓｅｒｏａｎ　Ｔｅｒｂａｔａｓの略で，株式会社を意味する。イントネシアの株式会社法第１３条は
，

　株式会社の社名の前にＰ　Ｔを置くことを義務つけている 。

６）新自動車政策（１９９９年６月２４日発表）では，総代理店以外にも完成車輸入が認められることになっ

　た 。

７）インドネシアの自動車部品国産化政策については，拙稿「インドネシアの国民軍計画とフンプス ・

　起亜の自動箪市場参入」（鹿児島県立短期大学『商経論叢』第４６号，１９９６年６月）を参照されたい 。

８）総代理店（ＡＴＰＭ　Ａｇｅｎ　Ｔｕｎｇｇａ１Ｐｅｍｅｇａｎｇ　Ｍｅｒｋ， 英訳Ｓｏ１ｅ　Ａｇｅｎｔ）は，工業大臣決定１９８７年

　第１２号（１９８７年１２月２３日付）に基づいて，工業大臣から海外ブランドの独占代理権を付与されている

　卸売会社である。これに対して，総販売店（Ｄ１ｓ血１ｂｕｔｏｒ　Ｔｕｎｇｇａ１，英訳Ｓｏｌｅ　Ｄ１ｓ血１ｂｕｔｅｒ）は，総代理

　店との契約によって販売権を付与されている小売会社である。総販売店の業務はディーラーとしての

　業務に限定される 。

皿． インドネシアにおけるタイムラー・ クライスラーの事業統合

　これまで見てきたように，イントネシアにおけるダイムラー・ クライスラーの事業は，メルセ

デス ・ベンツ ・インドネシア ・グループの主導で進められている。これに対応して，ベンツとク

ライスラーの統合も ，ベンツの主導で進んでいる。しかし，ベンッは，インドネシアの自動車国

産化政策に対応して，現地企業と合弁関係を結んでおり ，また事業会社も複数に分かれている 。

他方で，クライスラーは，イントネシア事業に投資しておらず，総代理店も休眠状態である 。

　こうした状況を反映して，ベンツとクライスラーの統合は，¢ベンツの現地法人の合弁関係を

解消し，ダイムラー・ クライスラーのコントロール下におき ，　メルセデス ・ベンツ ・インドネ

シア ・クループの事業会社を統合し，　統合後の新会社がクライスラーの総代理権を買い取ると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６９）
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いう順序で進められている 。

　以下，ベンッの現地法人の合弁関係の解消からみていこう 。

　１　メルセデス ・ベンツとスハルト ・ファミリー系企業との合弁関係の解消

　すでに述べたように，メルセデス ・ベンツのインドネシアでの事業態勢は，総代理店と組立会

社を兼ねるＰ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇを中心に，エンジン組立会社のＰ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅ阯

ｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ 販売会杜のＰ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａの３社で構成されている
。

　この３社のローカル ・パートナーは，Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ（リマ ・サトリャ ・ニルワナ）

で， Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｍｆａｃｔｕｒｍｇの発行済株式の３３３％，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓｌａ

の発行済株式の４００％，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａの発行済株式の４９２％を所有していた
。

　Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎｌｒｗａｎａ は， ヨセフ（Ｈａｊ１ Ｍｏｈ・ｍ・ｄ　Ｊｏ・・ｏ・ｆ，プリフミ）が率いるＰｅｎｄａｗａ

Ｓａｍｐｕｍａ（プンダワ ・サンプルナ）グループ傘下の企業である。しかし，Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒ－

ｗａｎａ には，１９８０年代中頃にハンハン ・トリハトモジョ（Ｂ・ｍｂ・ｎｇ　Ｔ・１ｈ・ｔｍ・ｊ・，スハルトの次男）を

中心に，インドラ ・ルクマナ（Ｉｎｄ．ａ Ｒｕｋｍａｎ。，スハルトの長女の婿），シキソト ・ハルヨユタント

（Ｓ１ｇ１ｔＨａｒｊｏｊｕｄａｎｔｏ，スハルトの長男），シティ ・ヘティアテイ ・ハリヤティ（Ｓ ｌｔ１ Ｈｅｄ１ａｔ１ Ｈａｒ１ｊａｄ１， ス

ハルトの次女）が参加し，その事業の収益をヨセフー族とハンハンの兄妹で分け合うようになっ

た。 これ以後，ベンッのインドネシアでの事業は，Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ との合弁関係を

通じて，スハルト ・ファミリーと結びつくことになった（スハルトの家系にっいては，図皿一１を参

照）。

　しかし，１９９９年春に，Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ は， Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇ

とＰ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ の持株をすべて手放した。これにより ，この両社における，ベ

ンツとＰ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａ廿ｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ との合弁関係は完全に解消された 。

　また，Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａ廿ｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ は， Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａの持株の大部分を手放し ，

持株比率を４９２％から５０％まで落とした 。Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａの場合，合弁関係は完

全には解消されていないが，ほぼ解消されたと言えよう 。

　以上のように，Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ は， メルセテス ・ベンッの事業から撤退した。こ

れにより ，スハルト ・ファミリーとメルセデス ・ベンッとの関係も解消された。インドネシアで ，

スハルト元大統領のファミリーと事業を行っていた自動車メーカーは，ＧＭ，ベンツ，現代，起

亜の４社で，ＧＭはスハルトの異父弟プロボステジ ョと，現代は次男バンバンと ，起亜は３男

トミーをパートナーとしていた。しかし，ＧＭは，すでに合弁関係を解消しており ，起亜とト

ミーの事業も国民車計画の中止で行き詰まっている。現在も残っているのは，現代とハンハンの

事業だけである 。

ＯＰ　Ｔ　Ｇｅｒｍｍ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍｍｕｆａｃｔｕｒｍｇ

１９９９年４月の定款変更前

授権資本／発行済株式／払込資本金

出資者／出資金額／出資比率

Ｄａｍ１ｅｒ－Ｂｅｎｚ　ＡＧ

１３ ，５００ ，０００米ドル／８ ，４００，０００米ドル／同前

２， ８００ ，Ｏ００米ドル　３３ ．３％

（７７０）
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図皿一１スハルト元大統領の家系と企業グループ

　　　従弟　スノトウィカトモノ＜サリム
　　　　　　　Ｓｕｄｗ１ｋａｍｏｔｏ１９３４，中部 ；■ヤワ

グループの総帥スドノ ・サリム（林紹良）のパートナー＞
ウォノギリ

叔母（スハルトの父の妹）

義父

　　　　異父弟　プロポステンヨ＜ムルチュ ・プアナ ・グループ＞
　　　　　　　　　Ｐｒｏｂｏｓｕｔｅｄｇｏ１９３２７１９，ンヨ クンヤカルタ

母（離婚）

父

６■■Ｉ■（元大統領１９６８～９８，退役陸軍大将）
Ｓｏｅｈａれｏ１９２１６８，ンヨ ク；■ヤカルタ

妻　シァイ
　　　（通称テイン）

　　Ｓｉｔ１ Ｈａｒ１ｔｍ出Ｓｏｅｈａ耐ｏ（Ｔ１ｅｎ）

　　１９２３８２３，中部 ンヤワ

Ｑ長女

一■（元大統領１９６８～９８，退役陸軍大将）
舳ｏ１９２１ ．６．８，ジ ョクジャカルタ

婿

２長男

テイ ・ハルティナ ・スハルト
嫁

通称テイン）
’ｔｉ　Ｈａｒｉｔｉｎ出Ｓｏｅｈ刎ｏ（Ｔｉｅｎ）

３次男

９２３ ．８ ．２３，中部ジヤワ ・ソロ～１９９６．４．２８

嫁

４次女

婿

５三男

嫁

６三女

Ｑ長女

婿

嫁

嫁

４次女

婿

嫁

６三女

婿

シティ ・ハルディヤンティ ・

ハストウティ（通称トゥトゥット）
Ｓ１ｔ１Ｈａｒｄ１ｊａｎｔｌ　Ｈａｓｕｔｕｔ１（Ｔｕｔｕｔ）

１９４９．１ ．２３，ジ ョクジャカルタ
インドラ ・ルクマナ
Ｉｎｄｒａ　Ｒｕｋｎ１ａｎａ

１９４８ ．１１ ．２４，東部ジャワ ・ガルット

シギット ・ハルヨユダント
Ｓｉｇｉｔ　Ｈａｒｊｑｊｕｄａｎｔｏ

１９５１ ．５ ．１，中部ジヤワ ・ソロ

イルレシェ ・アネク ・ラトナワテイ
ｕｓｙｅＡｍｅｋｅＲａ血ａｗａｔ１

バンバン ・トリハトモジ ョ

＜ビマンタラ ・グループ＞
Ｂａｍｂａｎｇ　Ｔｎｈａｔｍｏｄｊｏ

１９５３ ．７．２３，中部ジヤワ ・ソロ

ハリマー・ アウグスティナ
Ｈａ１ｍ出Ａｕｇｕｓｔｍａ

シティ ・ヘディアティ ・ハリャディ

（通称テイテイック）
Ｓ１ｔ１Ｈｅｄ１ａｔ１Ｈｍｊａｄ１（Ｔ１ｔ１ｅｋ）

１９５９．４．１４，中部ジャワ ・スマラン

プラポウォ ・スビアント
（スミトロ ・ジ ョヨハディクスモの長男

，

陸軍を退役）
Ｐｒａｂｏｗｏ　Ｓｕｂｉａｎｔｏ

１９５１ ．１０．１７，　ジャカルタ

フトモ ・マンダラ ・プトラ（通称トミー）

＜フンプス ・グループ＞
ＨｕｔｏｍｏＭ汕ｄａ１ａＰｕ位ａ（Ｔｏｍｙ）

１９６２．７ ．１５，ジャカルタ

アルディア ・ブラムスティ　
レギタ ・チャフヤニ ・

スルヨスバンドロ（通称タタ）
Ａｒｄｈｉａ　Ｐｒａｍｅｓｔｉ　Ｒｅｇｉｔａ　Ｃａｈｙａ１’１ｉ

Ｓｏｅ１〕ｏｓｏｅｂａｒ１ｄｏｒｏ（Ｔａｔａ）

シテイ ・フタミ ・エンダン
アティニン：■一（通称マミソク）

Ｓ１ｔ１Ｈｕｔａｍ１Ｅｎｄ舳ｇ　Ａｄｍｍｇｓ１ｈ（Ｍａｍｅｋ）

１９６６．８．２３

ブラテイクト ・ブライトゥノ ・シンギー
Ｐｒａｔｉヒｔｏ　Ｐｒａｙｉｔｎｏ　Ｓｉｎｇｇｉｈ

（注１）家系図はスハルトを中心に関係を示した 。

（圧２）各人の名前のイント不ンア語表記以下は ，生年月日 ，出生地，～没年月日の順 。

（注３）〈太字〉は企業グループ

（出所）ＣＩＳＩ８〃めｏ〃 丹ｏ舳伽〃１”ｏ〃３５加Ｂ〃５６舳舳伽１９９３／１９９４など。作成 ：野村俊郎 。

（７７１）
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Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ　ｆｕｅｒ　Ｗ１打ｓｃｈａｆｔ１１ｃｈｅ　Ｚｕｓａｍｍｅｎａｒｂｅｌｔ　ＧｍｂＨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ ，８００ ，０００米ドル　３３ ．３％

Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａ廿ｙａ　Ｎｌｒｗａｎａ　　　　　　２ ，８００ ，０００米トル　３３３％

１９９９年４月の定款変更後

授権資本／発行済株式／払込資本金　　　　８３ ，４００，０００米ドル／同前／同前

出資者／出資金額／出資比率

Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　ＡＧ　　　　　　　　　　７４ ，４００ ，０００米ドル　８９２％

Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｉｎｖｅｓｔ１ｔ１ｏｎｓ　ｕｎｄ　Ｅｎｔｗ１ｃＨｕｎｇｓｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９ ，０００ ，０００米ドル　１０ ．８％

＠ｌＰ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｍｇ’ｍｅ　Ｉｍｄｏｍｅｓ１ａ

１９９９年５月の定款変更前

授権資本／発行済株式／払込資本金　　　　４２ ，９３５ ，０００米トル／同前／５ ，４５５ ，０００米トル

出資者／出資金額／出資比率

Ｄａｍｌｅ。一Ｂｅｎ． ＡＧ　　　　　　　　　　　２５ ，７６１ ，０００米ドル　６００％

Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａ位ｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ　　　　　　１７ ，１７４ ，０００米ドル　４００％

１９９９年５月の定款変更後

授権資本／発行済株式／払込資本金　　　　４２ ，９３５ ，０００米ドル／同前／５ ，４５５ ，０００米ドル

出資者／出資金額／出資比率

Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　ＡＧ　　　　　　　　　　４０ ，７８８ ，２５０米ドル　９５０％

Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｍｆａｃｔｕｍｇ　　　２ ，１４６ ，７５０米トル　５０％

　Ｐ　Ｔ　Ｓ趾Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｍｄｏｍｓ１ａ

１９９９年６月の定款変更前

授権資本／発行済株式／払込資本金　　　　２ ，３８０，０００米ドル／同前／同前

出資者／出資金額／出資比率

Ｄａｍｌｅｒ　Ｂｅｎｚ　ＡＧ　　　　　　　　　　　１ ，０２３ ，４００米トル　４３０％

Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇ　　　　１８６ ，２００米ドル　７８％

Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ　　　　　　　１ ，１７０ ，４００米ドル　４９２％

１９９９年６月の定款変更後

授権資本／発行済株式／払込資本金　　　　２ ，３８０，０００米ドル／同前／同前

出資者／出資金額／出資比率

Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　ＡＧ　　　　　　　　　　１ ，２３７ ，６００米トル　５２０％

Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇ　　　１ ，０２３ ，４００米ドル　４３０％

Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ　　　　　　　　１１９ ，０００米ドル　５０％

　Ｐ　Ｔ　Ｌｍａ　Ｓａｔｒｙａ　Ｎ１ｒｗａｎａ が撤退した結果，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇは，Ｄａ１皿
１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　ＡＧが８９２％，Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｉｎｖｅｓｔ１ｔ１ｏｎｓ　ｕｎｄ　Ｅｎｔｗ１ｃｋ１ｕｎｇｓｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔが１０２％の株

式を保有するドイッ資本１００％の会社となった 。Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ ＥｎｇｍｅＩｎｄｏｎｅｓ１ａ は， Ｄａ１ｍｌｅｒＣｈｒｙ。 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７７２）
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１ｅｒ　ＡＧが９５０％でトイソ資本１００％ではないが，残りの５０％の株式を所有するＰ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ

Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇがトイツ資本１００％なので，事実上トイソ資本１００％と言って良い 。

　Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｍｏｔｏｒｓ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ は， Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　ＡＧが５２０％，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ

Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇが４３０％で，事実上ドイソ資本９５％となった 。

　これにより ，イントネシアにおけるメルセテス ・ベンソの事業がほぼ完全にＤａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ

ＡＧの支配下に置かれることになっ た。

　２　タイムラー・ クライスラー・ インドネシアの設立

　タイムラー・ クライスラーは，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　ＭａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇとＰ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎ －

ｄｏｎｅｓ１ａ を支配下に置いたあと ，この両社の統合を進めている。統合は，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ

Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇが，Ｐ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ を吸収合併する方式で進められている 。

　そして，合併手続きが完了したあと ，社名をＰ　Ｔ　Ｇｅｒｍａｎ　Ｍｏｔｏ・ ＭａｎｕｆａｃｔｕｍｇからＰ　Ｔ

Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ（タイムラー　クライスラー　イントネンア）に変更する予定である 。合

併から社名変更に至るまでの手続きは，２０００年４月までに完了する見込みである 。

　この統合により ，ダイムラー・ クライスラー・ インドネシアは，総代理店，組立会社，エンジ

ン会社を１社に統合した会杜として発足する。インドネシアで，エンジン部門まで統合している

のは，トヨタ ，スズキ，本田の３社だけで，ダイムラー・ クライスラー・ インドネシアは４杜目

になる。事業態勢の統合という点では，タイムラー・ クライスラー・ イントネシアは大きく前進

することになる 。

　なお，総販売店のＰ　Ｔ　Ｓｔａ． Ｍｏｔｏ．ｓ　Ｉｎｄｏｎｅ．１ａ は統合されない。これは，外国資本の小売分

野への参入が規制されているためで，他社も小売部門は統合していない。ただし，社名はＰ．Ｔ

Ｄａ１ｍ１ｅｒＣｈｒｙｓｌｅｒ　Ｓａ１ｅｓ　ａｎｄ　Ｄ１ｓｔｒ１ｂｕｔ１ｏｎ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ に変更される予定である。社名変更の時期は ，

Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇと同じ２０００年４月になる見込みである 。

　３　メルセテス ・ベンツとクライスラーの統合

　メルセテス ・ベンノとクライスラーの統合は ，¢Ｐ　Ｔ　Ｄｊａｋａｒｔａ　Ｍｏｔｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙが保有する

クライスラーの総代理権のＰ　Ｔ　Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａへの統合，　組立部門のＰ　Ｔ

Ｄａ１ｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓｌａへの統合という２つの課題がある 。このうち，先行しているのは組

立部門の統合である 。

（１）組立部門の統合

　すでに見たように，クライスラーの総代理店であるＰ　Ｔ　Ｄｊａｋａｒｔａ　Ｍｏｔｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙは，自社

の組立部門を持っていない。そのため，クライスラーは，インドモービル ・グループのＰ．Ｔ

ＩｎｄｏＳｗｅｄ１ｓｈ　Ｍｏｔｏｒ　Ａｓｓｅｍｂ１ｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ（略称Ｐ　Ｔ　Ｉ．ｍ。。）に組み立てを委託していた。Ｐ

Ｔ　Ｉｓｍａｃ は， イントモーヒル ・クループ傘下企業が総代理権を保有するボルボ，日産，マノタ

の組立会社であ った 。

　しかし ，Ｐ　Ｔ　Ｉｓｍａｃ は， 新設のＰ　Ｔ　Ｉｓｍａｃ　Ｎ１ｓｓａｎ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇに事業を引き継き ，１９９６

年秋に解散した 。１９９５年５月にＰ　Ｔ　Ｉｓｍａｃ　Ｎ１ｓｓａｎ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇが設立された当初は，クラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７７３）
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イスラーの組立委託もＰ　Ｔ　Ｉｓｍａｃ　Ｎ１ｓｓａｎ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇに引き継がれる予定であった。しか
し， この引き継ぎは中止され，クライスラーとＰ　Ｔ　Ｉｓｍａｃの委託契約は，１９９６年秋のＰ　Ｔ

Ｉｓｍａｃ の解散と同時に終了した。その後，１９９７年からルピア危機が始まり ，１９９８年には自動車市

場が前年比６分の１に縮小するという状況になったため，新たな組立委託は行われず，クライス

ラーの生産は中止されている 。

　しかし，ダイムラー・ ベンッとクライスラーが１９９８年に合併し，メルセデス ・ベンツ ・インド

ネシア ・グループの組立会社であるＰ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｍｇが１９９９年にタイムラ

ー・ クライスラーの子会社となった。その結果，クライスラーのモデルは，ダイムラー・ クライ

スラーの１モテルとして，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇで生産されることになっ た。 し

かし，自動車市場の回復が遅れているため，１９９９年末現在，クライスラーの生産は再開されてい

ない 。

　なお・Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇは，２０００年４月をめどにＰ　Ｔ　Ｓｔａｒ　Ｅｎｇｍｅ　Ｉ阯

ｄｏｎｅｓｌａ を吸収合併し，Ｐ　Ｔ　Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ に社名変更する予定である。したがっ
て， それ以後は，Ｐ　Ｔ　Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ がクライスラーの組立会社となり ，組立部門

におけるメルセデス ・ベンツとクライスラーの統合が完成する 。

（２）総代理権の統合

　Ｐ　Ｔ　Ｄｊａｋａれａ　Ｍｏｔｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙが保有するクライスラーの総代理権の統合は，メルセテス ・

ベンツの総代理店であるＰ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇが，¢Ｐ　Ｔ　Ｄｊａｋａｒｔａ　Ｍｏｔｏｒ

Ｃｏｍｐａｎｙから総代理権を買い取る ，　Ｐ　Ｔ　Ｄｊａｋａ廿ａ　Ｍｏｔｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙを吸収合併するという

２つの方向が考えられる 。

　総代理権の統合に関する交渉は，Ｐ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｍｆａｃｔｕｒｍｇと ，Ｐ　Ｔ　Ｄ』ａｋａ討ａ

Ｍｏｔｏｒ　Ｃｏｍｐａｎｙの筆頭株主であるＰ　Ｔ　Ｎｍｇｚ　Ｐａｃ１丘ｃ との問で行われており ，Ｐ　Ｔ　Ｄａｍ１ｅｒ ．

Ｃｈｒｙｓ１ｅｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａ が発足する２０００年４月までには決着する見通しである 。

　この統合が実現することで，インドネシアにおけるメルセデス ・ベンツとクライスラーの統合

が， 最終的に完成する 。

１Ｖ

．インドネシアにおける統合の意味

　インドネシアにおけるベンッとクライスラーの統合は，本社の統合に続く ，海外事業会社の統

合である。したがって，この統合は，タイムラー・ クライスラーの事業の世界的再編成の前進と

いう意味を持つ。しかし，インドネシアでの統合は，次のような独自の意味も持っている 。

¢Ｐ　Ｔ　Ｄａｍ１ｅｒＣｈｒｙｓ１ｅｒ　Ｉｎｄｏｎｅｓ１ａの母体となるＰ　Ｔ　Ｇｅｍａｎ　Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇにおいて
，

現地企業との合弁関係が解消され，同社がドイツ資本１００％の子会社となり ，本杜のコントロー

ルが容易になっ たこと 。

　インドネシアの自動車メーカーで，外国企業が完全にコントロールしているのは，ベンツと

ＧＭの２社だけである。現地で圧倒的なシェアを持つ日系メーカーは，すべて現地企業との合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７７４）
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弁を続けている 。

　その意味では，ベンツ，ＧＭと日系メーカーの現地法人の違いが明瞭になり ，これが競争力

にどう反映するかが注目される 。

　ほぽ休眠状態にあるクライスラー が， 積極的に活動しているベンツと統合され，クライスラー

の事業再開の見通しが立ったこと 。

　クライスラーは１９９７年以降，生産を中止しており ，完成車在庫を処分するだけのビジネスで ，

１９９９年のシェアはＯ．１％しかない。しかし，クライスラーは，インドネシアに投入しているジー

プＪｅｅｐだけでなく ，クライスラー プリムスＰ１ｙｍｏｕｔｈ，ダッジＤｏｄｇｅの４ブランドで，豊富
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
なモデルをライン ・アッ プしている。この中には，ミニバンではプリムス ・ボイジャー 乗用車

ではクライスラー・ ネオンなど，インドネシア市場で競争力があると見られるモデルも含まれて

いる 。

　クライスラーがミニバンや小型乗用車のセグメントで展開していけば，最高級セダン，トラッ

ク， バスのセグメントで展開するメルセデス ・ベンツと棲み分けて，ダイムラー・ クライスラー

全体としてのシエアを引き上げていく可能性がある 。

　イントネシア政府は，１９９９年６月２４日発表の新自動車政策で，完成車の輸入関税を大幅に引き

下げた。その結果，完成車を競争力のある価格で輸入できる可能性が生じている 。

　クライスラーはこれまで生産設備に対する投資をまったく行っておらず，ベンッも過大な投資

は行っていない。完成車輸入は，合理的な選択肢の１つである。他方で，日系メーカーは，莫大

な設備投資を実行済であり ，投資の回収のために現地生産を続ける必要があり ，現地生産モデル

を輸入完成車に切り替えることが出来ない 。

　したがって，ダイムラー・ クライスラー・ インドネシアにとって，完成車を低い関税で輸入で

きることは，有利な条件である。日系メーカーの現地組立車と競合するモデル，たとえばクライ

スラー・ ネオン，ボイジャーなどを輸入し，日系メーカーの現地組立車より低い価格で投入でき

れば，シェアの拡大に成功する可能性がある 。また，ベンッＡクラスの場合は，ベンツのブラ

ンド ・イメージが高いため，価格に関係なくシェアを獲得できる可能性もある。したがって，Ａ

クラスを設備投資の必要がない完成車の形で輸入できることには，大きなメリットがある 。

　こうした状況は，メルセデス ・ベンッとクライスラーの統合の結果ではなく ，自動車政策の変

更によっ てもたらされたものだが，今後のダイムラー・ クライスラーの事業を展望するうえで ，

重要な意味を持っている 。

　以上のように，インドネシアにおけるベンツとクライスラーの統合は，インドネシア市場にお

けるダイムラー・ クライスラーのシェアを拡大する可能性を与えている 。

　これまで，イントネシア市場における日系メーカーの圧倒的なシェアを脅かすメーカーは存在

しなかった。メルセデス ・ベンッは，最上級セダンと中型トラックの輸出，大型バスの国内販売

に特化しており ，日系メーカーと競合するのは大型バスだけで，その他のセグメントでは棲み分

けていた 。

　しかし，クライスラーのライン ・アッ プには日系メーカーと競合する車種が多い。ダイムラ

ー・ クライスラー・ イントネシアが，クライスラーの事業を再構築し，クライスラーのモテルを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７７５）



　７６　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４８巻 ・第５号）

適切に投入していけば，日系メーカーとの競争が始まる可能性も少なくない
。

　したがって・インドネシアにおけるベンツとクライスラーの統合は，クライスラーの事業再構

築の可能性を与え，そのことが日系メーカーとの競争の可能性を与えたことに，インドネシア独

自の意味があると言えよう
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
９）　インドネシアではミニバスＭｉｎｉｂｕｓ と呼ばれている 。

（２０００年１月１４日）

（７７６）
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